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■二本松地域（岳下・杉田地区）
開催日時　１１月２１日（水）　午後６時３０分
場　　所　岳下住民センター ２階 研修展示室
参加人数　４５名
担当議員　◎熊田義春　○佐藤運喜　堀籠新一
　　　　　　鈴木一弘　　斎藤広二

岳下住民センター　研修展示室

■安達地域
開催日時　１１月２０日（火）　午後６時３０分
場　　所　安達公民館　１階　集会室
参加人数　１１名
担当議員　◎本多俊昭　○平塚與志一　佐久間好夫
　　　　　　平　敏子　 平栗征雄　

安達公民館　集会室

■二本松地域（二本松・塩沢地区）
開催日時　１１月１９日（月）　午後６時３０分
場　　所　二本松住民センター ３階 第３会議室
参加人数　１４名
担当議員　◎熊田義春　○佐藤運喜　堀籠新一
　　　　　　鈴木一弘　　斎藤広二

二本松住民センター　第３会議室

※担当議員の◎は班長、○は副班長

2議会報告会開催結果

第２回目となる議会報告会を、昨年１１月１９日から２２日にかけて市内
６会場で開催し、１５３人の方に出席いただきました。
今回は、主に９月定例会の審議内容を議員から説明した後、参加された皆
さんとの意見交換を行いました。
それぞれの会場で皆さんからお寄せいただいた主な意見をご紹介します。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

第
２
回

・
二
本
松
市
は
「
住
み
よ
さ
番
付

け
」
で
見
る
と
、
住
み
よ
い
と
は

言
え
な
い
。
特
に
若
者
の
定
着
が

難
し
い
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
も
同
じ
敷
地
内
に
家
が
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
、
分
譲
区
画
は
２
０

０
坪
ぐ
ら
い
あ
る
と
良
い
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
二
代
目
、
三

代
目
と
続
き
、
介
護
や
空
き
家
問

題
に
も
対
応
で
き
る
の
で
は
。
こ

こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
全
員

が
残
る
よ
う
に
、
関
東
圏
か
ら
地

方
へ
誘
導
す
る
支
援
政
策
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し

て
、
太
陽
光
発
電
・
パ
ネ
ル
設
置

で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
、

条
例
等
を
整
備
し
て
先
に
手
を
う

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
防
災
無
線
で
事
故
・
事
件
等
を

放
送
す
る
際
に
、
旧
３
町
の
地
域

定
住
促
進

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

防
災
対
策

で
あ
っ
て
も
、
全
て
「
二
本
松
市

…
…
（
何
々
）」
と
放
送
さ
れ
る

た
め
、
旧
二
本
松
市
の
人
は
何
処

な
の
か
分
か
ら
な
い
。
二
本
松
市

の
後
に
地
域
名
（
安
達
地
域
・
岩

代
地
域
・
東
和
地
域
）
を
入
れ
て

放
送
し
て
欲
し
い
。

・
油
井
地
区
の
学
童
保
育
所
に
つ

い
て
、
学
年
ご
と
で
場
所
が
分
か

れ
て
お
り
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら

違
う
場
所
に
お
迎
え
の
時
間
ま
で

に
迎
え
に
行
く
の
が
と
て
も
大
変

で
あ
る
。
何
と
か
１
か
所
に
集
約

で
き
な
い
か
。

・
農
業
振
興
地
域
と
い
っ
て
も
死

ん
で
い
る
土
地
が
多
い
。
有
効
活

用
し
て
欲
し
い
。

・「
二
本
松
市
」
の
ロ
ー
マ
字
表

記
に
つ
い
て
統
一
す
べ
き
で
は
な

い
か
。（
二
本
松
駅
と
市
で
使
っ

て
い
る
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援

農
業
振
興

観
光
振
興

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
来
る
外
国
人
に

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
方

が
い
い
の
で
は
。）

・
菊
人
形
に
つ
い
て
、
お
金
を
落

と
し
て
も
ら
う
た
め
に
売
店
を
増

加
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
入
場

券
に
、
例
え
ば
道
の
駅
の
割
引
券

を
付
け
る
と
か
、
無
料
入
場
券
を

市
外
に
配
る
と
か
入
場
者
を
増
や

す
た
め
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
べ
き
。

・
積
雪
時
対
応
と
し
て
、
塩
カ
ル

の
配
布
を
早
め
て
欲
し
い
。
ま
た
、

地
域
で
協
力
し
て
い
る
住
民
に
何

ら
か
の
恩
恵
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

・
県
道
に
塩
カ
ル
を
撒
く
機
械
が

気
温
設
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
雪

も
降
っ
て
い
な
い
の
に
低
温
に
な

る
と
撒
か
れ
て
し
ま
う
の
で
、
実

情
に
合
っ
た
も
の
に
シ
ス
テ
ム
を

見
直
す
か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
任
せ
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
。

・
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
と
う
わ
の

道
路
整
備



※参加者153人中、121人の方から回答をいただきました。（回答率79.08％）

参加者アンケート
Q年齢は？

Ｑ参加してどうでしたか？

20代：6人
（4.96％）

30代：３人
（2.48％）

40代：11人
（9.09％）

50代：26人
（21.49％）60代：42人

（34.71％）

70代：33人
（27.27％）

大変良かった：19人
(15.70%)

良かった：58人
(47.93%)

普通：21人
(17.36%)

期待ほど
でない：9人
(7.44%)

無回答：14人
(11.57%)

■東和地域
開催日時　１１月２２日（木）　午後６時３０分
場　　所　東和文化センター　２階　研修室
参加人数　２３名
担当議員　◎小野利美　○石井　馨　坂本和広
　　　　　　小林　均　　野地久夫　本多勝実

東和文化センター　研修室

■二本松地域（石井・大平地区）
開催日時　１１月２２日（木）　午後６時３０分
場　　所　石井住民センター　２階　会議室
参加人数　２５名
担当議員　◎本多俊昭　○平塚與志一　佐久間好夫
　　　　　　平　敏子　 平栗征雄　

石井住民センター　会議室

■岩代地域
開催日時　１１月２１日（水）　午後６時３０分
場　　所　岩代公民館　２階　大会議室
参加人数　３５名
担当議員　◎安齋政保　○加藤建也　斎藤　徹
　　　　　　佐藤　有　　菅野　明　佐藤源市

岩代公民館　大会議室

アンケートから 参加者の声 次回の開催に
活かしていきます！

・初めて参加させていただきましたが、色々な活動内容が分かっ
て良かったです。

・色々な意見を聞くことができ、良かった。色々な意見・要望に
対する迅速な対応を願う。

・意見交換の時間を多く割いたのは良かった。
・市民と議員の意見交換ができ有意義であった。
・説明が丁寧で分かりやすかった。ただ説明が定例会の概要のみ

だったので、その中でも特に市民へ紹介したい議案をピック
アップして具体的に説明していただくと更によかった。

・年１回ではなく、最低２回くらいして欲しい。
・ざっくばらんな雰囲気、親しみのもてる報告会にして欲しい。
・時間帯や曜日の選択を改善し参加しやすくして欲しい。
・杉田住民センターでも開催して欲しい。
・チラシや宣伝不足である。・参加者が少ない。
・なるべく数多く開催して欲しい。・報告会を続けて欲しい。
・人口減少をいかにして止めるのか、頑張ってほしい。
・意見交換で出た意見・要望事項に対し、議会としてどのように

対応したのか報告をお願いしたい。

今回の意見、提言はどうなる？
①議会で対応するものと市で対応するものを精査します。
②市（執行機関）に伝えるべきものは、まとめて市長
へ提出します。
●その結果はいつか公表するの？
次号（５月１日発行）の市議会だよりで、どのように
対応したのか、その結果をお知らせする予定です。

3 議会報告会開催結果

周
辺
で
は
小
中
学
生
の
送
迎
の
車

が
多
い
が
、
道
路
の
幅
員
が
狭
い

た
め
今
ま
で
に
何
度
か
事
故
も
起

き
て
い
る
。
道
路
の
拡
幅
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
側
溝
に
グ
レ
ー

チ
ン
グ
を
か
け
た
り
、
蓋
を
す
る

等
の
工
夫
を
し
て
欲
し
い
。

・
石
井
地
区
（
錦
町
、
鈴
石
地
区

等
）
の
上
水
道
事
業
は
、
未
だ
施

行
さ
れ
る
状
況
に
な
い
が
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
観
音
丘
陵
遊
歩
道
に
つ
い
て
、

伐
採
等
整
備
を
し
て
い
る
よ
う
だ

水
道
整
備

公
園
整
備

が
、
も
っ
と
日
当
た
り
が
良
く
な

る
よ
う
に
き
ち
ん
と
伐
採
し
た
ほ

う
が
良
い
と
思
う
。
ま
た
、
自
転

車
道
は
舗
装
に
な
っ
て
い
る
が
、

歩
道
は
砂
利
を
た
だ
撒
い
た
だ
け

と
い
う
感
じ
で
滑
っ
て
歩
き
に
く

い
。
歩
き
や
す
く
て
、
見
通
し
が

い
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
ま

だ
ま
だ
狭
い
と
思
う
。

・
杉
田
駅
の
東
側
に
一
万
人
以
上

入
る
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建

設
し
て
欲
し
い
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に

は
住
民
セ
ン
タ
ー
や
倉
庫
を
併
設

し
て
は
ど
う
か
。

文
化
・
体
育
振
興

・
放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

に
つ
い
て
、
撤
去
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
減
ら
さ
な
い
で
欲
し
い
。

・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）

の
対
象
施
設
の
利
用
拡
大
を
検
討

し
て
は
。（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
と
う
わ
な
ど
）

・
議
会
報
告
会
は
年
１
回
で
は
な

く
て
、
定
例
会
終
了
の
都
度
年
４

回
行
っ
て
は
ど
う
か
。

震
災
復
興

行
財
政
運
営

議
会
運
営



4定例会概要

平成30年12月定例会（12月4日～12月18日／会期15日間）ピックアップ
市長提出議案は23議案

二本松市カントリーパークとうわ条例の一部改正など
を審議・可決

■カントリーパークとうわのテニスコート夜間照明を設置
カントリーパークとうわのテニスコートは、平成
３１年４月１日より夜間照明が使用できることに
なりました。
市民の皆様の利便性を向上させるもので、施設の
内容と利用料金を定めるための改正です。

■巡回福祉車両（ようたすカ―）の使用料無料化に向けた改正
平成３１年４月１日からの高齢者（７５歳以上）の公共交通運賃無料化事業の実施に伴い、
巡回福祉車両の使用料を減額または免除できるように改めるものです。

二本松市教育委員会委員任命の同意
関　奈央子さん（戸沢・再任）

カントリーパークとうわテニスコート

議案第137号　平成30年度一般会計補正予算等

長命工業団地造成工事に伴う工事費の増額補正予算を
可決

平成３１年度末完成を目指し順調に工事を進めるた
めに必要とされる事業費を確保するため、３億3,137
万円を支出するものとして可決しました。

その他補正予算の主なもの
◯台風被害の農業用施設の災害復旧修繕費
� ７００万円
◯有害鳥獣捕獲活動報償費� １,３８０万円
◯多子世帯保育料軽減補助金の増額� ９１万円 長命工業団地造成予定地



5 定例会概要

○市長提出議案とその審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結果
第125号 福島県市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決

第126号 二本松市部設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第127号 二本松市振興計画審議会条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決

第128号 二本松市が経営する企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第129号 二本松市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改
正する条例制定について 原案可決

第130号 二本松市地域子育て支援センター条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第131号 二本松市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す
る条例制定について 原案可決

第132号 二本松市巡回福祉車両運行事業条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第133号 二本松市カントリーパークとうわ条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第134号 二本松市道の駅ふくしま東和及び二本松市東和活性化センターの指定管理者の指定に
ついて 原案可決

第135号 二本松市名目津温泉の指定管理者の指定について 原案可決

第136号 二本松市市民交流センターの指定管理者の指定について 原案可決

第137号 平成３０年度二本松市一般会計補正予算 原案可決

第138号 平成３０年度二本松市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

第139号 平成３０年度二本松市介護保険特別会計補正予算 原案可決

第140号 平成３０年度二本松市工業団地造成事業会計補正予算 原案可決

第141号 平成３０年度二本松市水道事業会計補正予算 原案可決

第142号 平成３０年度二本松市下水道事業会計補正予算 原案可決

第143号 二本松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第144号 二本松市常勤の特別職の給与の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第145号 二本松市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第146号 二本松市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

第147号 二本松市教育委員会委員任命の同意について 原案同意

○委員会提出議案とその審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結果

第 ６ 号 国民健康保険税引き下げのため国庫負担の増額を求める意見書の提出について 原案可決

○請願とその審議結果
受理番号 件　　　　　　　名 結果
第 ８ 号 国に対し「学校給食の無料化を求める意見書」提出についての請願 不採択

第 ９ 号 県に対し「学校給食の無料化を求める意見書」提出についての請願 不採択

第 10 号 国庫負担の増額で高すぎる国民健康保険税の引き下げを求める請願 採　択



6常任委員会審査報告等

視察の様子（富士市・トイレトレーラー）

机上審査の様子

総務市民常任委員会

二本松市部設置条例の一部を改正する条例、一般会計補正予算等について
　　機構改革により、現在の事務分掌や配置の変更
はあるのか。

　　健康増進課を市民部から保健福祉部へ変更する
こと、上下水道部を課にして建設部に置くこと等
の変更を行うが、各課等の事務分掌に大きな変更
はなく、また、庁舎における配置の変更は必要最
小限に抑える予定である。

　　道の駅ふくしま東和及び東和活性化センターの
今回の指定管理者については、何回目の指定とな
るか。また、指定管理者の選定における応募者へ
のヒアリングはどのような内容で行ったのか。

　　平成１８年度から指定管理者による管理として
きており、今回４回目の指定となる。また、ヒア
リングは、施設使用や地域振興に関する事業計画、
運営予算等の内容について行った。

　　国民健康保険基盤安定繰出金が増額になった理
由は何か。

　　国民健康保険税の軽減世帯が６９世帯増加した
ためである。主に未申告であった世帯が申告した
ことによると思われる。

　　総合検診業務委託の債務負担行為※について、
総合検診の実施方法を平成３１年度から変更する

≪愛知県一宮市≫
「市民が選ぶ市民活動支援制度」では、活動団体
が行う事業を市民が選んで投票し、その結果に応じ
て団体へ支援金が交付されます。投票率の低さなど
の課題もありましたが、事業内容の公表や市民参加
の手法について、一つの事例として、市民との協働
のまちづくりに参考となるものでした。
≪静岡県浜松市≫
太陽光発電を主とした再生可能エネルギーや自家

発電等の分散型電源によるエネルギーの自給率向上
と地産地消に取り組んでいます。また、企業等との
連携、共同出資による地域新電力会社の設立及び運
営について先進事例として視察しました。
≪静岡県富士市≫
地震、風水害、火山等あらゆる自然災害を想定し

防災対策を推進しています。災害時の市の業務継続
計画や市民による自主防災組織の活動、情報伝達設
備の整備、災害時のトイレ不足対策であるトイレト
レーラーの導入など先進的な取り組みは参考とすべ
きと感じました。

狙いは何か。また、周知のスケジュールはどのよ
うになっているか。
答　施設検診の早期受診、集団・施設両検診の受診
録統一による変更事務手続きの軽減、個別郵送に
よる区長等の負担軽減、事務コストの削減等のメ
リットがある。２月に全戸配布のチラシを配布し、
広報にほんまつの３月号でも周知する。
　　　総合検診事業については、市民の健康に関わ
る重要な事業であるため、変更点について周知を
図り、漏れの無いように進めるべきである。

問

問

問

問

答

答

答

答

12月定例会審査報告

行政視察報告 11月12日～14日

≪埼玉県所沢市≫
エコタウン構想において、特にスマートエネルギ
ープロジェクトを推進し、市の資産を活用した太陽
光発電やバイオマス発電並びに市民への補助等によ
り再生可能エネルギーの導入に取り組んでいます。
また、浜松市同様、市の出資した地域新電力会社の
先進事例を視察しました。

討議

※債務負担行為
予算の会計年度独立の原則に対する例外措置で、翌
年度以降の経費の支出義務がある契約等について、
その限度額・期間を議会の議決を経て定めること
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視察の様子（久留米市・久留米シティプラザ）

現地調査の様子（長命工業団地造成予定地）

産業建設常任委員会

一般会計補正予算、工業団地造成事業会計補正予算等について
　　有害鳥獣捕獲活動事業について、今年度に捕獲
されたイノシシは何頭か。また、今後の見込みは
何頭か。
　　市の事業で捕獲された頭数は７５０頭である。
また、県の事業で捕獲された頭数は５９８頭であ
り、合わせて１,３４８頭となっている。今年度
の見込み頭数は、市の事業で１,１００頭であり、
残り４ヶ月で約３５０頭の捕獲を見込んでいる。

　　長命工業団地について、工場用地合計面積及び
造成事業費総額はどれくらいか。
　　工場用地は８１,４２０㎡であり、開発区域面
積の約８４％となっている。また、造成事業費の
総額は、現時点では約１２億３,１００万円の予
定である。

　　長命工業団地に整備予定の駐車場及び公園につ
いて、何台の駐車が可能か。また今後の利用計画
はどうなっているか。

≪佐賀県唐津市≫
市町村合併後、旧市町で異なっていた水道料金の
基準額を５年で統一。また、老朽管や設備の更新の
ため財源不足が見込まれることから、今年度６月分
から約２２％値上げの料金改定を行っています。当
市においても、水道料金の統一は避けて通れない課
題であり、市民に対してわかりやすい説明を行いな
がら、統一へ向けての協議や検討が必要であると感
じました。

≪佐賀県佐賀市≫
地域固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動
と、その活動が行われる歴史的価値の高い建造物と
が一体となった歴史的風致が形成され、維持及び向
上が図られています。また、歴史的古民家をあえて
文化財指定せずリノベーションし、民間のテナント
の誘致を行い、賑わいの創出を図っています。当市
も古い土蔵などが多く残っており、その雰囲気を残
したまま、現代にマッチした店舗への展開や、市民
主体の歴史的まちづくりなど、新たな方向性を見い
だせると感じました。

　　駐車台数は２５台を計画している。公園の利用
計画については、地元市民や工業団地の方々等の
意見を聞きながら、今後検討していきたい。

問

問

問

答

答

答

12月定例会審査報告

≪福岡県久留米市≫
商業地域である中心市街地の求心力の低下の起爆
剤として、平成２８年に「久留米シティプラザ」が
開館となり、その集客効果を活かした商店街の活性
化が図られております。当市においても、中心市街
地の活性化は大きな課題であり、今後の施設整備や
商店街の再生に大変参考になるものでした。

行政視察報告 11月13日～15日
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視察の様子（浜松市・浜松中部学園）

机上審査の様子

文教福祉常任委員会

一般会計補正予算等について
　　現在あだち保育園内にある地域子育て支援セン
ターが廃止されることで、空きスペースができる
が、この跡地利用については、どのように考えて
いるか。

　　面積が約５０平方メートルほどの部屋であるが、
保育士の確保状況を見ながら、待機児童対策の観
点から保育室として活用したいと考えている。

　　カントリーパークとうわのテニスコートの夜間
照明の料金は、現存の他のテニスコートと同一料
金となるのか。
　また、利用者の増加による照明設置だと思うが、
利用実績は。

　　現在、照明設備のある城山庭球場や岩代テニス
コートと同じ料金設定としたものである。

　　また、利用者については、平成２８年度は、年
間約４,７００人程度であったが、平成２９年度
は、５,７００人ほどに増えている。

≪岐阜県大垣市≫
「子育て日本一を目指した各種施策」では、家庭
の家事・育児を援助する「エンゼルサポーター」派
遣、親子での路線バス利用無料化、ひとり親家庭の
学習支援などが行われています。
「奥の細道むすびの地記念館」では、地元小学６
年生を招待し、市先人の学習、俳句体験などを通じ、
郷土理解を深めています。館内に飲食店は無く、土
産店も市内回遊を促すため、必要最低限のみとされ、
今後の施設整備モデルの一つです。

≪岐阜県岐阜市≫
　「子ども・若者総合支援センター“エールぎふ”」
では、０歳～成人前のあらゆる子ども・若者に寄り
添い、発達段階に応じた継続的な支援を行うため、
心理士や保健師などの資格職員を雇用し、カウンセ
ラーや児童精神科医などの専門アドバイザーを配置
し、ワンストップで充実した対応が行われています。

≪愛知県大府市≫
　「認知症対策事業」では、国立長寿医療研究セン
ターと共同で認知症予防プログラムを作成し、まち
全体で認知症予防に向けたスキーム作りを行うとと

　　地域包括ケアシステムの深化・推進のための講
演会の内容は。
　　地域包括支援センターや認知症初期集中支援チ
ーム、認知症地域活動推進委員などの活動等に対
し、知識を深めていただくもので、基本的には専
門職向けの内容であり、認知症の方への支援に繋
げていきたいと考えている。

問

問

問

答

答

答

12月定例会審査報告

もに、高齢者が自身の活動を記録し、具体的な予防
につなげるための「コグニノート」を活用していま
す。

≪静岡県浜松市≫
「浜松中部学園」は、学年を緩やかな４－２－３
制で編成する施設一体型の小中一貫校で、広い年代
が集まることで児童生徒の成長が促され、教員も
小・中学校互いの専門性を持ち寄ることで、指導観、
こども観等が変わり、大きな刺激となっているとの
ことでした。

行政視察報告 11月13日～15日
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一般質問9

12月定例会の一般質問は、12月10日から13日までの４日間にわたって行
われ、18人の議員により、活発な議論が展開されました。
主な質問について、各議員から寄せられた原稿を原文のまま掲載します。

質問者ごとにQRコードを掲載しています。
スマートフォンなどで読み取っていただきますと、録画中継をご覧いただけます。 ［発言順］

問 問

問

問
問

問

答

答

答
答

答

答

（仮称）二本松電力設置に時間を要した場合、
市内公共施設の電力需給の一般競争入札を行
い、費用削減に努める必要があるのではない
か。
９月に制限付一般競争入札を実施し、11月か
ら本庁舎並びに各支所の４施設において、新
たな電力会社からの電力供給が開始されたと
ころである。他の公共施設においても、順次、
競争入札による電力の調達を進めていきたい
と考えている。

市道白髭一本松線の改良、白髭橋の拡幅及び喜
六田地区の改良整備について伺う。
市道白髭一本松線は、待避所５箇所整備し全線
の改良計画ないが、今後も適切な維持管理に努
める。白髭橋拡幅は交通状況観察し検討する。
喜六田地区の改良は、長い下り坂で危険性があ
り、更なる道路交通安全確保に努める。
林道針道柿ノ作線の整備について伺う。
林道笹ノ田大沢線に接続までは400メートルあ
り、山間部で高低差もあるので、工法的に難し

今国会で水道法が改正されたが、本市におい
ての水道事業の民営化・一部民営化の考え方
を伺う。
国会では、水道料金の高騰、水質悪化の懸念
が論議されていたが、安心で安全な水道水を
供給することが水道事業者の第一の使命と考
えている。今後全国で事例が積み重ねられる
動向を注視していきたいと考える。また、管
路更新についての民間連携手法については、
今後の研究課題とする。

いが、引き続き検討する。
東和中部活動指導者について伺う。
カヌー競技の専門的教職員や専門家の配置も容
易ではない状況であるが、今後は県カヌー協会
と協力し持続可能な体制整備に努める。
ため池の除染について伺う。
市全体で実施設計12箇所、詳細調査実施36箇
所、県モニター調査箇所を加え50箇所あり、そ
の除染工法は、詳細調査を基に、実施設計にお
いてそれぞれの有効な工法を検討する。

斎藤　徹
［市政刷新会議］

佐久間　好夫
［真誠会］

市内公共施設の電力需給入札の考えは

水道事業民営化の考え方は

東和地域の市道・林道整備の状況は

東和中カヌー部の指導者の現状は
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訪日外国人旅行者への多言語化対応、会計時の
インバウンド対応等受入環境整備は。
「海外からのお客様へ」のウェブサイトを新た
に設け、観光モデルコースを見られるよう整備。
多言語観光ウェブサイト「ＦＵＫＵＮＡＫＡ」
に加入、８種の言語による紹介を行う予定。パ
ンフレットは英語、中国語にタイ語、ベトナム
語を追加。各商店へは中国・台湾語版の「指差
し会話シート」を配布。多言語案内板は、ＪＲ
駅、道の駅等６箇所に整備。ローマ字表記の統

一、支払い時のキャッシュレス決済の導入は、
今後の検討課題。
子ども達の心に何をレガシーとして残すのか。
パラリンピック教育の現状と今後の取組みは。
東京2020大会を通し、スポーツに親しむ思い、
観戦する楽しさや感動、ボランティア精神の貴
さ、スポーツの特性を知る楽しさ等を感じとる
ことが子ども達のレガシーに繋がる。今年度、
小浜小と特別支援学級の児童生徒でパラリンピ
ック教育を実施、次年度も推進を図る。

太陽光発電等の可能性調査結果について伺う。
太陽光発電について市有施設177箇所、民有地
70箇所を調査、固定買取り制度申請可能とされ
た箇所は市有施設67箇所、民有地は30箇所であ
る。水力発電は市内２箇所で可能性調査中であ
る。
０円システム（建物所有者がリース方式で太陽
光発電を行うサービス）の検討の可否は。
他市の先進的事例について、（仮称）二本松電
力において検討されていくものと考えている。

人口減少に備えて10年後・20年後・30年後の
財政予想計画はあるか。
人口減少を踏まえた財政見通しの必要性を認識
しており、次期総合計画の中で検討しなければ
ならないと考えている。
人口減少を抑えるため、大規模な宅地化を杉田
駅近郊にて行うことは可能か。
サブ拠点として杉田駅周辺地区を位置付けてお
り、民間開発につながる整備についても今後推
進していきたいと考えている。

小林　均
［公明党］

安齋　政保
［市政会］

坂本　和広
［真誠会］

観光グローバル化に伴う本市の観光行政

東京2020大会の取組みとパラリンピック教育

汚染土壌の仮置場から積込み場への移送は

アクティブパークの現状は

再生可能エネルギーの推進は

本市の人口減少対策は

問
問

問 問

答
答

答 答

問

問

問

問

答

答
答

答

各地域ごとの計画と進捗状況は。
各積込場への現在の移送予定袋数は、石井10
区積込場が20,072袋、やくし積込場が14,333
袋、東北積込場が7,351袋、堀米積込場15,423
袋、戸沢１区積込場が12,592袋であり、環境
省における中間貯蔵施設への輸送状況を見な
がら、各積込場への移送を進めており、石井
10区積込場へは11月から搬入開始、その他の
積込場も今月から順次搬入する予定をしてい
る。

各種目の施設利用状況は。
４月から11月末までの利用者数は、スケート
ボードは1,669人、クライミングは1,544人、
スラックラインは528人、３種目の利用は589
人で合計4,330人となっており、その内市外
利用者4,138人、市内利用者は192人。観光客
については、特に区分はしていないが、岳温
泉宿泊者に対して割引の連携を９月より実施
しており、その利用者数は11月末までに４人
となっている。
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本市は庁内敷地内禁煙実施の考えはあるのか。
平成30年７月の健康増進法一部改正に伴い、
「望まない受動喫煙をなくす」という目的か
ら、学校、病院、児童福祉施設等、行政機関
においては、将来的に「敷地内禁煙」にしな
ければならないと考えているところである。
しかしながら喫煙者が一定程度いるという現
状を踏まえ、「屋外喫煙場所」を設置するに
あたっての必要な措置について示す予定であ
る。

今年の二本松の菊人形の総括は。
「戊辰150年信義と二本松少年隊」をテーマと
して、会場の場面や配置を考慮し、洋菊「マ
ムフェスティバル」も同時開催、天候にも恵
まれ入場者も昨年より14,147人増えた。
全国さくらシンポジウムの全概要は。
平成31年４月に市民会館で開催、オープニン
グセレモニーにオペラ歌手の樋口達哉氏を迎
え、芥川賞作家の玄侑宗久氏の講演や、桜を
演題としたパネルディスカッションのほか、

城山城址の入口に位置する自然休養村管理セン
ターの運営について市の考えを伺う。
市職員により建物外観及び内部設備の現況調査
を行った。現在の建物は、躯体などの損傷は少
ないものの、各設備関係は老朽化が進んでお
り、再利用には耐震診断の必要があり、多額の
経費が見込まれる。新たな交流拠点建設を控
え、市としては当面、一般に開放する施設とし
ての再整備は難しいものと考えている。
長い期間、市民にとり、運動できる場所が制限

二本松市の観光の柱となる中心の名所はどこ
か、イベントは何か伺う。
代表する名所は、「安達太良山」をはじめ「岳
温泉」、「霞ヶ城公園」、更には、「智恵子の生
家」などがあげられる。イベント関係では、
「二本松の菊人形」、350年を超える歴史があ
る「二本松の提灯祭り」、「針道のあばれ山
車」、「木幡の幡まつり」、若連全員が紋付羽
織袴の正装をする「小浜の紋付祭り」などが
本市を代表するイベントであると捉えている。

霞ヶ城公園、智恵子の生
家、万燈桜を巡るコース
と安達ヶ原ふるさと村、
中島の地蔵桜、合戦場の
しだれ桜を巡るコースに
分かれ現地見学会を実施
する。現在パンフレット
作成中である。

されてきた。市に２か所の運動施設があっても
良いと思うが、パークゴルフ場建設について市
の考えを伺う。
現在、日山パークゴルフ場があり、多くの愛好
者に利用されているが、市中心部より距離があ
ることから、市街地近隣への設置要望もある。
誰もが気軽に楽しめ、市民の健康づくり・体力
づくりの実現につながるものと考えられること
から、新たな整備については、今後検討してい
きたいと考えている。

問 問

問

問

答

答

答

答

加藤　建也
［無所属］

佐藤　有
［真誠会］

平栗　征雄
［市政刷新会議］

庁内、敷地内禁煙実践の方法と対策は

二本松市の観光の柱は

第64回二本松の菊人形の結果は

2019全国さくらシンポジウム開催は

自然休養村管理センターの再利用の計画は

新たなパークゴルフ場建設は

問

問

答
答

2019 全国さくらシンポ
ジウムのパンフレット
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熊田　義春
［市政会］

野地　久夫
［市政刷新会議］

小野　利美
［市政会］

学童保育の待機児童対策は

市長の市政取組みは

医師確保対策事業の進捗状況と今後の考えは

ふるさと納税の状況と今後の取組みは

小中学生のいじめの対応と不登校生の対策は

待機児童の進捗状況は。（各地区別人数）
現在、16箇所の学童保育所を開設し、４月１
日現在で668人の希望する児童全員を受け入
れており、待機児童はいない。
待機児童解消に向けた取組み計画はあるのか。
現在、待機児童はいないが、共働き家庭の増
加など、保育需要が増加していくものと考え
ており、入所定員の拡大を検討している。具
体的には、二本松北小学校区と油井小学校区
において入所希望者の増加が見込まれてお

り、待機児童を出さないよう、定員拡大のた
めの施設改修等を検討していく。
将来に向けた市の財政確保対策の考えは。
限られた財源を有効活用し、最小の経費で最
大の効果を得られるよう事業の選択と集中を
進め、国、県等の補助金、交付金等活用でき
るものは、積極的に活用しながら、必要な
財源の確保を図っていきたい。

平成29年度の納税額と件数、税収の活用状況に
ついて伺う。
249件で納税額は1,112万6千円で、地域振興や
産業振興、教育施設整備等に幅広く活用してい
る。
今後のふるさと納税の取組みについて伺う。
本市の魅力ある素晴らしい地場産品が全国の皆
様に周知され、二本松市をＰＲする絶好の機会
であり、地域経済の活性化に繋がるものとし
て、今後も積極的に納税施策を展開していく。

最近の小中学生のいじめの件数と対応は。
９月に実施した「平成30年度二本松市いじめ定
期調査」で、小学校43件、中学校で15件の認知
件数があったが、教員の適切な指導のもと、当
事者間で全て解決されている。
不登校生の今後の対策は。
学校と保護者と連携で不登校対策チームを組織
し協働体制で対応、また二本松市教育支援セン
ター内で不登校児童生徒の学習支援を行い、不
登校の改善を図っている。

問
問

問

問

問

問

答

答
答

答

答

答

問

問

問

問

答

答 答

答

医師確保対策事業の進捗状況、予算執行状況等
を伺う。
寄附講座や医師受入の例規を整備後、各大学に
ＰＲ活動、訪問依頼活動を行った。高速道路使
用料等交通費等の予算執行である。
市答弁では産科再開は大変厳しい状況であると
考える。以前、三保市長も産科医師確保対策の
成果は出せなかった。前市長も４年間取り組ん
だが産科の再開は困難と明言した。このような
状況の中継続するのか市長に伺う。

産科医師確保に引き続き努力をする。
産科の再開に新たに産科医師、その他医師、助
産師等は何人必要か伺う。医療機器の調達、入
院部屋等の改修等の必要性を伺う。産科診療費
不採算の場合の行政補填の考えを伺う。
産科医師は最低３名、小児科医師１名、麻酔科
医師１名、助産師・看護師は最低８名必要にな
る。医療機器の点検整備等に数百万円、及び不
採算診療費の行政補填は考えていない。新たに
新生児室が必要で、市でも負担の考えである。
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鈴木　一弘
［市政刷新会議］

平　敏子
［日本共産党二本松市議団］

石井　馨
［無所属］

本市の人口減少・高齢化は今後どうなる

公共交通の在り方は

本市の職員体制は

10月の消費税引き上げの市内への影響は

高齢者の交通手段確保の改善は

市の財政の収支均衡の目標は

人口減少、高齢化率を勘案した今の行政の在
り方について伺う。
30年後、推計では13,600人程度、人口が減少
すると考えられる。本市の人口減少問題は重
要な課題と認識しており、民間とも枠を超え
て協力し、様々な取り組みを総合的に進めて
いくとともに、市民が幸せを実感し、生きが
いを見出し、将来への希望を抱き続けられる
まちづくりと、それを担う持続可能な行政自
治体を模索していく。

正規職員と非正規職員の人数と割合は。
12月１日現在、正規職員が511人、非正規職
員が362人で、非正規職員の割合は41.5％と
なっている。
臨時職員が増加した要因は。
市民ニーズや行政課題の多様化、震災復興業
務等の増に伴い非正規職員が増加した。
「会計年度任用制度」の内容と本市の対応は。
現行の臨時・非常勤職員の任用要件が厳格化
され、併せて期末手当支給が可能になるなど

高齢者の交通手段としてデマンドタクシーな
どがあるが、中山間地域において乗降場所ま
での距離縮減に向け、ドアtoドアで利用で
きる改善の検討を行うべきでは。
できる限り利用者の自宅近くまで迎えにいく
ようにしているが、車両の大きさから狭隘な
通路や旋回場所がないところで不便をかけて
いる。今後、運行業者と相談しながら改善に
努める。

公共交通の利用状況と市が考える在り方は。
市民に必要な交通手段を確保し、市民福祉の
向上に資することを目的として、コミュニテ
ィバス、デマンド型乗合タクシー、ようたす
カー等を運行している。デマンドタクシー、
ようたすカーは、現在2,399人が登録して利用
している。コミュニティバスは、そのほとん
どが通学利用で201 ,057人程度が利用してお
り、今後も暮らしやすいまちづくり実現のた
め持続可能な交通体系を確立していく。

統一的な取扱いが定められ、平成32年度施行
に向け任用方法及び勤務条件等の見直し、検
討作業を進めている。
10月からの消費税10％引き上げによる、市
内商工業・農業への影響は。
中小規模の商店や企業・事務所が多い本市で
も深刻に受け止めている。売上高が1,000万円
以下の免税農家の場合、販売価格に消費税を転
嫁できないと、種苗代や資材代等の仕入れの
消費税の増税分だけ、今までより減収となる。

平成30年度の当初予算では財源不足のため、
基金から13億円の繰入が行われたが、単年度
での収支均衡の目標を持つべきではないか。
近年、当初予算において財政基金等からの繰
入額が年々増加しており、現状では単年度で
の収支均衡は難しい状況となっている。今
後、事務事業の見直しやスクラップアンドビ
ルドを徹底しながら、国の事業を取り入れ財
源を確保して行政サービスを維持したい。

問 問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

問 問

答
答
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本多　俊昭
［無所属］

佐藤　源市
［市政刷新会議］

菅野　明
［日本共産党二本松市議団］

市民に親しまれる市役所づくり・接遇向上を

子どもたちの安全対策は

道路網の今後の整備への取組みは

観光交流事業への取組みは

原発事故による市の損害賠償請求は

市内仮設住宅撤去後の敷き砂利の再利用を

市職員の接遇向上に向けて具体的な取組みは。
毎朝のあいさつ運動、打合せ、課内会議や定
期的な服務通知、接遇マニュアルの配布によ
り日々接遇向上に努めている。また、市独自
の初任者研修、ふくしま自治研修センターに
おける初任者研修及び各職層研修において
も、接遇研修を受講させ、接遇向上に努めて
いる。
文部科学省が公表した公立小中学校の適正規
模・適正配置の本市の基準や考え方を伺う。

教育的な観点と地域コミュニティーの核とし
ての配慮、これらの両面から見た学校の適正
規模・適正配置が必要であると認識している。
子どもたちの安全対策として、自転車保険の
加入率は。
市内中学校の自転車通学生徒全てを対象に、
各学校が安全互助会の保険に加入。この保険
は、全ての児童生徒の日常生活における事故
等にも適用させるものであるため、各校のＰ
ＴＡ予算から支出し100％の加入率である。

原発事故によるこれまでの市の各会計ごとの請
求額と支払額は。
平成30年11月末現在、一般会計請求総額は19億
3,700万円、支払総額は１億2,750万円。簡易水
道事業と下水道事業の特別会計請求総額は
3,775万円、支払総額は1,973万円。水道事業と
下水道事業の企業会計請求総額は5,318万円、
支払総額は1,340万円。
請求額と支払額の差が大きいが東電の見解は。
当市が請求し未払いの主なものは、事故対応に

要した職員等の人件費と固定資産税減収分。人
件費は追加費用の発生の点で東電側と見解の相
違があり進んでいない。固定資産税減収分は中
間指針で対象外とされ応じないとしている。
仮設住宅撤去後の敷き砂利を再利用すべき。
県と協議し、再利用可能な砕石を２箇所にスト
ック。砂利道の補修用砕石として、また一部市
発注の工事等で再利用する計画である。余裕が
あれば行政区等への事業活用も検討したい。

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問
答

答

答

主要地方道県道原町二本松線針道字町地内の交
差点改良整備の取組みについて伺う。
県と市との現地調査、地元近隣の皆様方との危
険箇所確認を行い、大型車の交差点通行に支障
があり、引き続き県へ強く要望する。
主要地方道県道原町二本松線戸沢字伏返から川
俣町境までの狭隘道路整備について伺う。
重要主要幹線道路で、また安達地方仮設焼却炉
の建設により交通量の増加が予測され、県に対
し早期事業化へ向け強く要望する。

中島の地蔵桜周辺における常設トイレの設置及
び駐車場整備について伺う。
年間を通した誘客の推移を見て設置は慎重に検
討する。駐車場整備は周辺の水田等を一時転用
し、臨時駐車場として対応したい。
夜間散策路照明、機材等の整備及び観光案内版
の設置について伺う。
夜間鑑賞に訪れる方の安全性の観点から、誘導
灯設置、照明用電線の常設埋設化を図る。看板
設置は支援事業を活用していく。



15 一般質問・賛否一覧・討論

12月定例会
討 論

請願第８号　国に対し「学校給食の無料化を求める意見書」提出についての請願
請願第９号　県に対し「学校給食の無料化を求める意見書」提出についての請願

討論は、表決の前に議題となっている案件に
対し、賛成・反対の意見を表明することをい
います。

平　敏子 議員 野地　久夫 議員賛 成

　　　※これ以外の案件等は全会一致で可決されました。

番号 件名
議
決
結
果

市政刷新会議 真誠会 市政会 日本共産党 
二本松市議団

会派に
属さない議員 賛

　
　
成

反
　
　
対

野
地
　
久
夫

佐
藤
　
運
喜

鈴
木
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市

平
塚
與
志
一

佐
久
間
好
夫

佐
藤
　
　
有
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石
井
　
　
馨

加
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昭

小
林
　
　
均

本
多
　
勝
実

議案第137号 平成30年度二本松市一般会計補正予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 18 3

議案第143号 二本松市議会議員の議員報酬等に関する
条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 18 3

議案第144号
二本松市常勤の特別職の給与の支給等に
関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 18 3

請願第８号 国に対し「学校給食の無料化を求める意
見書」提出についての請願 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● 3 18

請願第９号 県に対し「学校給食の無料化を求める意
見書」提出についての請願 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● 3 18

※○は賛成、●は反対。　※議長（本多勝実）は採決に加わっていません。

12月定例会賛否一覧

　県内・全国でも学校給食費の無料化が広がっている。学校給
食は「食育」と位置づけられ教育の一環であり、憲法第26条で
は「義務教育は、これを無償とする」とされており、国や県が
無料化の制度をつくり、市町村が取組みを進めやすくすること
が求められている。
　議会は、住民の代表機関であり、市民の権利としての請願を
国・県に届けることが住民の代表としての市議会のあり方であ
る。よって、請願者の願意をくみ賛成する。

　保護者の給食費負担は子供の口に入る食べ物の食材費のみで
ある。それ以外の約７割の給食総経費は公費負担である。生活
保護や低所得の世帯は就学援助措置で免除されている。所得に
関係なく給食費を無料にすることは、税金や行政の所得の再配
分という役割・機能がなくなる。
　生活の基本は各自が自立して生活すること。自力で生活でき
ない方を社会で支えることである。二本松市の現状では保護者
の所得に応じた負担は必要と考えるため反対する。

反 対

議案第137号平成３０年度二本松市一般会計補正
予算及び議案第143号・議案第144号

菅野　明 議員
　安倍政権のもとで、家計消費は２人以上世帯の実質消費支出
で21万円減り、この根本にはパートを含む労働者全体の実質賃
金が18万円減った事実がある。
　市内でも法人企業1,267社のうち、赤字決算は689社で54％を
占めており、農業は米価が生産費を下回り、米の戸別所得補償
の直接支払交付金が無くなり農家に大打撃となっている現状の
なか、議員と市３役の期末手当の引き上げについては、市民の
理解が得られないので反対する。

反 対

斎藤　広二
［日本共産党二本松市議団］

新たな学童保育施設の建設は

市所有施設の新電力への切り替えは

油井は住宅建設が進み、人口が合併から13年
目で678人増えた。新しい学童保育施設建設
はできないか。
油井の人口増加に伴い箇所数を増やし、定員
130人に対し127人を、油井小以外の場所で、
３箇所４教室を運営している。この他、安達
公民館で週１回の「放課後子ども教室」を開
設、31人が利用。国は学童保育の80％を学校
内での目標としているが、油井小（373人）
に余裕教室はない。施設建設は財政負担を伴

うので、今後は施設の拡大について検討して
いる。
油井地域の０歳～５歳児の人口は。
０歳55人、１歳75人、２歳75人、３歳67人、
４歳69人、５歳63人、合計404人。
３月議会で新電力への入札を行うとしていた
が、その結果と今後の方針について伺う。
11月の電気代は約20％の58万2千円削減され、
本庁舎と３支所合計で235万9千円。今後、他
の公共施設も新電力の導入を進める。

問
問

問
答 答

答
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編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
に
は
、

新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
は
、
平
成
最
後
の
年
で
あ
り
、
な

お
か
つ
新
天
皇
ご
即
位
の
記
念
す
べ

き
年
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
18
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
、
市
当
局
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
報
告

会
で
は
市
民
の
皆
様
方
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
は
亥
年
で
す
。
議
会
に
お
い

て
も
猪
突
猛
進
、
様
々
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
会　
　

　

委
員
長�

佐
藤　

運
喜

　

副
委
員
長�

石
井　
　

馨

　

委　
　

員�

平　
　

敏
子

　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
好
夫

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　
　

徹

　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

和
広

声
傍聴者の

声

市議会だより、または、当市議会に対するご意見
ご感想をお寄せください。

本会議は、当日住所と名前を記入するだけで傍聴
できます。市役所６階の議場・傍聴者入口からご
案内しています。
皆さまお気軽に傍聴においでください。

市議会だより編集委員会
〒964-8601 二本松市金色403番地1
TEL 55-5143（議会事務局）FAX 22-6047
E-ｍail  gikaisomu@city.nihonmatsu.lg.jp

私達学級の年間計画の中で議会傍聴は人気があり、今回は
60名が参加しました。平成27年、平成28年にも実施され、今
回も傍聴マナーを守って傍聴できたと思います。
今回は一般質問初日の午前の傍聴でした。議員が予め通告

してある質問に市側が答えるというもので、まず１人目の議
員が３問、２人目の議員が４問、３人目の議員が３問質問し
ましたが、スムーズに進行され２時間かからずに終わってし
まいました。何か物足りない感じがしました。
私達が選んだ議員さんには、私達の代弁者として努力くだ

さることを期待しています。

12月10日　あだち生涯学級のみなさん

あだち生涯学級　髙野　ヤス子 さん

総務大臣感謝状 市政功労者表彰
10月26日、ホテルルポール麹町（東京）で総務
大臣感謝状贈呈式が行われ、35年在籍した議員
として、斎藤広二議員へ感謝状が贈られました。

12月３日、市役所で市政功労者表彰式が行われ、
12年在籍した議員として、２名の議員が特別功
労表彰を受賞されました。

斎藤　広二　議員 佐藤　有　議員　　堀籠　新一　議員


